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 特集 心臓リハビリテーション
〜遠隔医療保険適用を見据えて〜

企画にあたって
明石嘉浩 

（聖マリアンナ医科大学循環器内科主任教授）

心臓リハビリテーション（心リハ）に対する適応疾患は徐々に増えたが，対象となる患者層は以
前にも増して高齢であり，フレイルを合併した心不全患者の増加が社会問題となっている。急性期
病院入院中の心リハ施行率は近年増加しているが，回復期における外来心リハ継続がシームレスに
実施されていないことは解決すべき課題である。同時に，なんらかの理由で心リハに参画できない
患者群の存在にも注目すべきである。再発予防のための「疾病管理」「患者教育」「カウンセリング」
に注力する「包括的心リハ」を生涯続けるはずが，必要としている患者群に必ずしも届いていない
のも事実であり，2020年に発生した新型コロナウイルス感染症蔓延下での外来心リハ継続率が著し
く低下したことは記憶に新しい。

9年ぶりに「心血管疾患におけるリハビリテーションに関するガイドライン（2021年改訂版）」が
発表された。本ガイドラインは，わが国における診療実態に即した心リハを疾患別に詳細に提示し
ている。感染症蔓延期と時を同じくして「オンライン心リハ」が期待され，既にガイドラインでク
ラスⅡa に位置しているものの，現在は保険適用となっていない。すでに海外では，自宅でのオン
ライン心リハが，医療機関における心リハと同様に安全で効果的であると次々に報告されており，
有効な解決策の１つとなることは疑うまでもない。わが国におけるオンライン心リハの経験も徐々
に増えてきており，preliminary な研究結果が散見されるようになり，実臨床への本格導入が近い
ことを予感させる。

本特集では，いまだ医療保険適用されていない「オンライン心リハ」がどこまで身近なのか，心
リハの総論とともに最新の情報をレビューすることを目的に企画したので，皆様の診療の一助とな
ることを願うばかりである。
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